
委員　：

◆
県と民間が協働して事業を行うことで、各々が単独で行うよりも効果が高まり、相乗効果が
あったか。

◆ 県と民間が各々のノウハウ、知恵を活かせたか。

◆
協働の原則を守れたか（目的の共有・自主性の尊重、相互理解と相互尊重、責任と業務
の分担）

◆ 計画及び事業の実施段階で、他分野多方面に効果が及んだか。

◆ 他の協働・連携事業のモデルとなると認められる内容であったか。

◆
地域社会に貢献する内容であったか。（特定のものだけではなく、不特定多数の人々の利
益に繋がる事業であったか。）

◆ 地域社会・住民へ利益を還元する内容であったか。

◆ 本補助金が終了後に、継続、発展可能な事業であるか。

◆ 継続的に事業を実施することが可能な組織であるか。

◆ 費用に対する効果は妥当か。

◆ コスト縮減の工夫はなされていたか。
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鳥取県公民連携推進事業補助金　成果検証　評価表

事　業　名

項　　　目 視　　　　　　　　点
【メモ】

1
県との協働・連携
（効果性）

× 2 =５点×２

=

評価点

５点

点　　　数配点

× 1 =

2
事業の発展性・モ
デル性

× 1

4 継続性 × 1 =

3 公益性

=

5 補助金の有効活用 × 1 =

【点数基準】
　◆よくできている（認められる）、非常に効果（可能性）がある、よく連携・構築されている　　　　　　　　　　         ５点
　◆まあまあできている（認められる）、やや効果（可能性）がある、連携・構築されている　　　　　                  　 ４点
　◆普通　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　      ３点
　◆あまりできていない（認められない）、やや効果的でない（可能性が低い）、連携・構築にやや課題がある　    ２点
　◆できていない（認められない）、効果が出ていない（可能性がきわめて低い）、連携・構築に問題がある　　　  １点

◆ 地域課題を解決できたか。6 事業成果 × 2


